
２
０
２
１
年
９
月
１
２
日
（
日
）
、

一
年
間
の
運
動
方
針
を
決
定
す
る
第
２

４
回
都
本
部
定
期
大
会
を
、
東
京
建
設

自
労
会
館
６
階
～
７
階
を
会
場
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
て
開
催
し
、
５
４

名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

石
塚
副
委
員
長
よ
り
開
会
挨
拶
と
大

会
諸
役
員
推
薦
の
後
、
松
田
執
行
委
員

長
よ
り
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

資
格
審
査
、
議
事
運
営
、
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
そ
の
後
、

議
案
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

１
号
議
案
（
経
過
報
告
）
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
各
種
行
動
や
集

会
が
、
中
止
ま
た
は
延
期
、
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
や
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
、
感
染
拡
大

を
き
っ
か
け
に
職
場
に
テ
レ
ワ
ー
ク
で

の
働
き
方
が
一
定
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

都
本
部
と
し
て
実
態
と
要
求
を
掴
む
た

め
テ
レ
ワ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

２
号
議
案
（
大
会
方
針
）
で
は
、
継

続
可
能
な
組
織
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

都
本
部
と
し
て
各
支
部
・
分
会
の
執
行

委
員
会
や
職
場
集
会
等
に
訪
問
し
、
要

求
・
課
題
な
ど
状
況
を
掴
み
、
必
要
に

応
じ
て
助
言
な
ど
を
行
う
こ
と
、
次
期

建
交
労
東
京
学
校
は
勤
労
者
通
信
大
学

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
面
接
授
業
）
に
準
じ

た
学
習
を
開
催
す
る
こ
と
、
裁
量
労
働

制
、
金
銭
解
雇
の
合
法
化
な
ど
労
働
法

制
改
悪
阻
止
や
雇
用
確
保
と
労
働
条
件

改
善
へ
の
運
動
を
強
化
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
行
わ
れ
る

衆
議
院
解
散
総
選
挙
に
つ
い
て
、
改
憲

阻
止
・
自
公
政
権
の
打
倒
と
、
野
党
連

合
政
権
の
実
現
に
向
け
、
要
求
実
現
を

勝
ち
取
る
た
め
、
選
挙
闘
争
を
位
置
付

け
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

３
号
議
案
（
２
０
２
０
年
度
会
計
報

告
・
２
０
２
１
年
度
財
政
方
針
・
予
算

案
）
を
石
塚
財
政
部
長
よ
り
提
案
し
、

真
田
会
計
監
査
よ
り
監
査
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

４
号
議
案
（
そ
の
他
の
案
件
）
で
は
、

規
約
の
一
部
改
正
案
と
し
て
、
大
会
代

議
員
・
委
員
会
委
員
の
選
出
方
法
と
選

出
比
率
に
つ
い
て
、
組
合
員
数
が
数
百

を
超
え
る
支
部
に
お
い
て
、
支
部
組
合

員
の
大
会
・
委
員
会
出
席
義
務
が
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小

さ
な
支
部
の
発
言
権
を
担
保
し
つ
つ
、

大
き
な
支
部
の
発
言
権
を
損
な
う
こ
と

な
く
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
定
数
変

更
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
の
質
疑
・
討
論
で
は
、

東
部
支
部
林
上
博
之
代
議
員
か
ら
組
織

拡
大
検
討
委
員
会
の
役
割
と
活
動
の
紹

介
、
神
田
支
部
上
村
誠
代
議
員
よ
り
首

都
圏
運
輸
基
本
集
交
団
の
活
動
報
告
、

神
田
支
部
松
崎
守
男
代
議
員
よ
り
神
田

支
部
の
活
動
報
告
、
関
東
支
部
川
崎
克

夫
代
議
員
よ
り
関
東
支
部
の
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
討
論
の
ま
と
め
を
行
っ

た
後
、
争
議
団
紹
介
で
バ
ス
関
連
支
部

（
京
王
新
労
組
）
の
仲
間
よ
り
決
意
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
に

よ
る
議
案
採
択
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議

案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

役
員
体
制
は
、
本
大
会
で
世
永
勝
執

行
委
員
、
秋
元
秀
樹
執
行
委
員
が
退
任
、

新
た
に
神
田
支
部
選
出
の
松
崎
守
男
執

行
委
員
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

大
会
諸
役
員
解
任
と
閉
会
あ
い
さ
つ
を

清
水
副
委
員
長
が
行
い
、
松
田
執
行
委

員
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
て
大

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
り
、

役
員
選
挙
と
ス
ト
権
投
票
を
事
前
の
郵

便
投
票
に
よ
り
行
い
、
日
時
に
余
裕
の

な
い
中
で
返
送
を
お
願
い
す
る
な
ど
職

場
に
は
多
大
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
な
か
ま
の
協
力
で
無
事
定
期
大

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
は

ま
だ
先
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
目

前
の
衆
議
院
解
散
総
選
挙
と
２
１
秋
季

年
末
闘
争
を
勝
利
し
、
要
求
前
進
を
確

か
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
書
記
長

遠
藤

晃
】

■
新
執
行
部
■

執
行
員
長

松
田

隆
浩

副
委
員
長

石
塚

和

副
委
員
長

清
水

文
雄

書
記
長

遠
藤

晃

書
記
次
長

笹
原

和
樹

執
行
委
員

青
木

実

執
行
委
員

石
川

英
一

執
行
委
員

江
部

明
子

執
行
委
員

斉
藤

芳
和

執
行
委
員

佐
々
木

仁

執
行
委
員

永
井

英
志

執
行
委
員

畠
中

博
資

執
行
委
員

藤
田

誠

執
行
委
員

松
崎

守
男

執
行
委
員

宮
本

禮
ニ
郎

執
行
委
員

村
上

久
美
子

会
計
監
査

真
田

幸
夫

会
計
監
査

高
田

桂
子
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リ
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開
催

✉



組
合
員
の
皆
さ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
は
国
民
生
活

に
た
い
へ
ん
な
不
安
を
投

げ
か
け
て
い
ま
す
。

党
利
党
略
の
自
民
党
総

裁
選
挙
も
私
た
ち
の
未
来

に
暗
く
て
大
き
な
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
自
民
党

は
新
し
い
総
裁
の
も
と
、

悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し

て
総
選
挙
に
勝
と
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
総
裁

候
補
も
自
民
党
政
治
に
対

し
て
無
批
判
で
あ
り
、
格

差
の
拡
大
と
絶
対
的
貧
困

の
広
が
り
の
中
で
の
国
民

の
切
実
な
要
求
に
応
え
よ
う
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

都
本
部
第
２
４
回
大
会
は
、
新
自

由
主
義
の
失
敗
に
よ
る
国
民
生
活
の

悪
化
の
実
態
、
安
倍
首
相
に
よ
る
国

政
私
物
化
を
明
ら
か
に
し
、
安
倍
政

治
を
継
承
し
た
菅
政
権
の
行
き
詰
ま

り
・
政
権
投
げ
出
し
を
批
判
し
、
こ

れ
に
対
抗
す
る
労
働
組
合
運
動
の
前

進
の
展
望
、
市
民
と
野
党
の
協
力
・

協
同
に
基
づ
い
た
野
党
共
闘
の
展
望

と
、
労
働
組
合
の
方
針
を
示
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
強
化
、
営
業
自
粛
に
対
す

る
十
分
な
補
償
、
大
幅
賃
上
げ
、
年

金
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
拡
充
に

よ
る
経
済
活
性
化
、
労
働
法
制
改
悪

阻
止
、
豪
雨
災
害
・
東
日
本
震
災
な

ど
被
災
者
救
済
、
被
災
地
復
興
、
憲

法
改
悪
阻
止
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法

廃
止
、
米
軍
基
地
撤
去
、
新
基
地
建

設
阻
止
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
国
民
生
活
、

日
本
経
済
、
国
政
革
新
と
要
求
を
積

み
上
げ
て
、
総
選
挙
で
自
民
党
を
退

陣
さ
せ
市
民
と
野
党
の
連
合
政
権
を

打
ち
立
て
て
い
く
こ
と
で
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
の
切

実
な
要
求
を
持
ち
寄
っ
て
、
家
族
や

友
人
と
誘
い
合
っ
て
投
票
し
、
豊
か

で
平
和
な
日
本
を
取
り
戻
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
強
く
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

以

上

執
行
委
員
長

松
田

隆
浩

８
月
９
日
、
長
崎
で
行
わ
れ
た

「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
ナ
ガ
サ
キ

デ
ー
」
と
「
長
崎
現
地
企
画
」
の
２

つ
の
企
画
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
参
加
し
ま

し
た
。
「
ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
」
で
は
、

発
言
者
の
翻
訳
を
事
前
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
、
同
時
通
訳
と
併
せ
て

と
て
も
わ
か
り
や
す
い
と
感
じ
ま
し

た
。
冒
頭
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
イ
エ

ド
・
ハ
ス
リ
ン
・
ア
イ
デ
ィ
ド
国
連

大
使
の
発
言
は
、
特
に
印
象
的
で
し

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
３
本
柱

の
う
ち
「
軍
縮
」
が
遅
れ
停
滞
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
昨
年
発
表
さ

れ
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
１
７
か
国

が
参
加
し
た
こ
と
を
報
告
。
「
信
念

を
も
っ
て
、
最
終
目
標
で
あ
る
核
兵

器
全
面
廃
絶
に
向
か
っ
て
努
力
を
続

け
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
通
り
に
、

世
界
中
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
国
や
市
民
社
会
が

核
兵
器
廃
絶
を
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
と
位
置
づ
け
行
動
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
長
崎
市
長
を
は

じ
め
、
発
言
に
立
っ
た
一
人
一
人
か

ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
歓

迎
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現

し
て
い
く
強
い
意
志
の
こ
も
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
、
共
感
し
感
動

し
な
が
ら
配
信
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

遡
っ
て
８
月
６
日
の
朝
は
、
広
島
の

平
和
記
念
式
典
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
、
広

島
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信

を
同
時
に
視
聴
し
ま
し
た
。
核
兵
器

の
な
い
未
来
に
向
か
う
明
確
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
続
く
な
か
、
た
だ
ひ
と
り

菅
首
相
だ
け
が
核
兵
器
「
廃
絶
」
に

ふ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
と
て
も
残
念

で
し
た
。
日
本
政
府
の
こ
の
姿
勢
は

世
界
の
大
き
な
流
れ
か
ら
完
全
に
取

り
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
条

約
は
批
准
し
て
い
な
い
国
に
は
効
力

が
及
ば
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
、

核
保
有
国
の
批
准
が
急
が
れ
ま
す
。

日
本
の
批
准
が
一
日
も
早
く
実
現

す
る
こ
と
を
求
め
、
声
を
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
【
建
築
設
計
支
部

い
し
ず
え
分
会

村
上

久
美
子
】
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２
０
１
９
年
１
２
月
に
中

国
北
省
武
漢
市
で
初
め
て
確

認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
。
日
本
で
は
昨
年
４
月

１
１
日
に
１
日
あ
た
り
の
新

規
感
染
者
数
が
７
２
０
人
を

ピ
ー
ク
に
第
１
波
と
さ
れ
た
。

第
２
波
は
昨
年
８
月
７
日
の

１
６
０
５
人
、
第
３
波
は
今

年
１
月
８
日
の
７
９
５
５
人
、

第
４
波
は
５
月
８
日
の
７
２

３
４
人
、
第
５
波
は
８
月
２

０
日
の
２
万
５
８
６
８
人
で

過
去
最
多
。
波
と
い
う
意
味

で
は
、
時
の
経
過
と
共
に
大

波
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
状
況
に
関
わ

ら
ず
第
６
波
は
来
る
と
考
え

る
の
が
自
然
だ
。
三
菱
総
合

研
究
所
が
８
月
に
発
表
し
た

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の
世

界
・
日
本
経
済
の
展
望
」
に

よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
危
機
前
と

比
較
し
、
収
入
が
減
少
し
た

世
帯
は
約
３
割
（
内
半
分
以

上
減
少
し
た
世
帯
１
割
）
と

し
、
困
窮
し
た
世
帯
へ
の
政

策
支
援
は
引
き
続
き
必
要
な

状
況
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
危
機
が
長
期
化
す
る

中
、
政
治
が
果
た
す
べ
き
役

割
が
益
々
重
要
で
は
な
い
か
。

建
交
労
第
２
３
回
中
央
定

期
大
会
が
８
月
２
８
日
～
２

９
日
に
か
け
て
、
群
馬
県
磯

部
温
泉
に
て
リ
モ
ー
ト
併
用

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
し
た
角
田
季

代
子
中
央
執
行
委
員
長
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
菅
政
権
の
強

権
と
無
策
ぶ
り
が
誰
の
目
か

ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
1
年

で
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
を

発
し
な
が
ら
、
オ
リ
パ
ラ
開

催
を
強
行
し
て
、
更
な
る
感

染
者
を
作
り
出
し
、
ま
た
し

て
も
医
療
関
係
者
を
苦
し
め
、

非
正
規
労
働
者
か
ら
職
を
奪

い
、
国
会
で
は
悪
法
を
積
み

重
ね
国
民
生
活
を
悪
化
さ
せ

て
い
ま
す
。
秋
闘
で
は
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
、
組
織
活

動
の
強
化
を
推
進
し
、
要
求

闘
争
で
は
実
利
獲
得
に
力
を

結
集
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

秋
の
総
選
挙
で
政
権
選
択
の

チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
ま
す
。
中

央
執
行
委
員
会
は
決
議
を
上

げ
、
立
憲
野
党
へ
の
申
し
入

れ
を
実
施
し
ま
す
。
建
交
労

全
体
で
総
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
も
と
り
く
み
ま
す
。
一

緒
に
政
治
を
変
え
る
と
り
く

み
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
運
動
方

針
や
予
算
な
ど
、
多
数
の
賛

成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

原水爆禁止２０２１世界大会 リモート開催

「ナガサキデー」「長崎現地企画」

に参加して

■９月２５日（土）１３時半～建交労東京

学校資本論講座（リモート開催）

■９月２６日（日）１３時～東京地評定期

大会（ラパスホール・リモート併用開催）

■１０月 ８日（金）トラックの日宣伝

■１０月 ９日（土）１３時半～東京女性

部憲法カフェ（都本部７Ｆ会議室・リモー

ト併用開催）

■１１月 ４日（木）中央行動

■１１月 ５日（金）中央行動

■１１月２８日（日）１３時～建設研究交

流集会（リモート開催）

組合掲示板


